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いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます

蒸し暑い日が続いていますが、体調を崩されていませんか？
　　　　湿度も気温も高いので、十分な水分・塩分、また
　　　　　　　冷房もうまく使い、熱中症対策をしっかり
　　　　　　　おこなってくださいね！
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ます。また facebook ではコーナーごとに掲載中。

「熊日多良木販売センター」を検索して下さい。

　6 月 30 日に開催された人吉球磨地区の中体連大会で、多良木中剣道部
が 7 月 27 日、28 日に合志市で開催される県大会団体戦出場の切符を手
にしました。男子は 3 校リーグ戦を 1 位突破した後、決勝トーナメントも
制覇し、見事優勝を果たしました。一方女子は、6 校総当たり戦で準優勝し、
2 位まで与えられている県大会出場権を勝ち取りました。男女共に県大会
団体戦に出場するのは、平成 13 年以来 18 年ぶりのこととなります。
　現在部員は男子 8 名、女子 5 名の合計 13 名と決して多くありませんが

「先輩後輩関係なく、男女共に仲が良い。そして何より指導したことに対
してとても素直に受け止めてくれる」と、同部顧問の高塚宣弥先生が評さ
れるように、練習では全員がキビキビとした動きと、覇気のある声を出し
ながら、相手に竹刀を打込む姿が見られました。
　女子主将を務める豊永麻鈴さん

（3 年）は「皆で繋いでいく試合が
出来たら良いと思います」、また男
子主将の恒松大喜さん（3 年）も

「チーム一丸となって練習してきた
ので、その成果を発揮できれば良
い結果に繋がると思うので、優勝
目指して頑張ります！」と、それ
ぞれ抱負を述べてくれました。
　尚、恒松大喜さんと三浦悠晴さ
ん（1 年）は、県大会の学年別個人
戦にも出場します。

18 年ぶりの快挙！多中剣道部
　　県大会団体戦にアベック出場

【顧問】三村伸也先生、高塚宣弥先生【外部コーチ】栃原秀明先生

　7 月 19 日 に あ
さぎり町岡原南の
あさぎりホーム内
に「茶処あさぎり」
が開催されました。

「茶処あさぎり」と
は、全国的に展開さ
れているいわゆる
オレンジカフェ＝
認知症カフェのこ
とで、認知症の患者
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オレンジカフェ「茶処 あさぎり」

や家族、地域の人などが集まり、情報交換したり、おしゃべりを楽しん
だりする場のことです。「茶処あさぎり」は奇数月の第 3 金曜日に開催
されており、同町では鐘ヶ丘ホーム（あさぎり町上西）でも毎月第 4 金
曜日に開催されています。

　参加するにあたり 200 円の
費用が発生しますが、飲み物を
飲んだり、お菓子やケーキなど
を食べながらおしゃべりをした
り、万華鏡などの工作をしたり
するので、寛いだ雰囲気の中
で、地域ボランティアの方々と
楽しい時間を過ごされていまし
た。また当日は町職員による熱
中症に対する講話も行われ、参

加者は日頃の行動や、過去の体験を踏まえて「こういう場合はどうする
の？」「その場合はこうしましょう」といった質疑応答が、活発に行わ
れていました。近所にお住まいの畑崎逸雄さん（85 歳）は、地区で開
催されている 100 歳体操の後に、時々仲間と一緒に同施設を訪れ参加
されています。「健康のためになることだから、みんな真剣に話を聞き
ます。ただ飲み食いするだけではないから、皆参加するのではないでしょ
うか？」と話されていました。
　「茶処あさぎり」では、参加者及びお手伝いいただくボランティアさ
んを募集されています。参加希望者はあさぎりホーム（TEL45-5683）、
ボランティア希望者は、あさぎり町包括支援センター（TEL45-7231）
までお問い合わせください。
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渓流釣りは大自然の中に身を置きながら、
美しい魚を釣ります。狙うポイントや安
全な川の歩き方などガイドが丁寧に説明
します。

【ヤマメ釣り】お１人様 3,000 円
　　　　（釣り竿・餌・ガイド料・保険込み）

この夏☀水上
村がアツイ !!

【カヌー】お１人様２時間 4,000 円
　（カヌーレンタル料・インストラクター料・保険込み）

【ボート】1 艇 1 時間 2,000 円
　（インストラクターは付きません）
11 名以上は割引があります

次のページへどうぞ
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.52

　７月９日、「情報と社会」の課題、
新聞記事「『アグネスチャンさん』独
自の子育て論に関する新著が話題を
呼ぶ」を読み、自らの気づきを述べ
た答案の返却を行った。大半が、記
事の文中にあった、「『ＡＩと張り合っ
てみても、情報処理能力ではかなわ
ない。終身雇用が崩壊するかもしれ
ないこれからの時代には『人間力』
こそ大切だと思います』を引用して、
私も人間力が大切だと思います」と
書いていた。それではアグネスチャ
ンさんの考える人間力とは何か。文
中には「自尊心、自信、好奇心、責
任感、立ち直る力を教えたかった」
と述べられているが、みんなの考え
る人間力とは何か。問ってみたが意
見は少なかった。
　そこで、地元の文化人の語りを紹
介した。湯前町下村で市房漬を興し
麹文化を家庭に届けられた山北幸さ
んは、「食べ物を扱うということは、
命を扱うということ。それは仕事で
あっても、家庭の台所であっても同
じ。安心・安全な食べ物をと願うの
は当たり前のこと」と語られている。

また、同じ湯前町出身で、人吉市在
住の画家、宮崎精一さんと親交の深
かった画家、那須良輔さんは、「絵は
理屈ではない。見れば分かるもので
ある。絵に対していればその中味が
じかに見る人の心に伝わってくる。
それだけにウソいつわり、いい加減
は許さない」と語られている。また
晴耕雨読を実践された、水上村在住
のトルストイ研究家の北御門二郎さ
んは、「以前、映画の題に『名もなく
貧しく美しく』があったが、私もそ
んな人生を送りたい。本当の勉強を
してごらんなさい。この世の中で出
世なんてしなくても生きていける。
お金だって平均以下ぐらいでいい。
勉強というのは楽しいこと」と語ら
れている。お三方は、経験から見出
された言葉、哲学でつづられている。
アグネスチャンさんも、人間力につ
いて、深く見出された言葉が存在し
ている。私たちも見出した言葉でつ
づりたい。そこには見出しの練習が
必要。それが新聞記事の課題と結ん
だ。

次回の発行日は８月１０日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

多 良 木 警 察 署 だ よ り

（原稿提供：前多良木高校・
南稜高校 川北禎一先生）

〜新聞記事から見出す練習を〜

　小学部では、６月下旬に、近隣の小学校７校との交流及び共同学
習を実施しました。交流会は「はじめの式」「くまボッチャ大会」「お
わりの式」があります。はじめの式では、自己紹介をしたり、交流
の歌「あなたはどんな人が好きですか」を輪になって歌ったりしま
す。最初は、互いに恥ずかしそうにしていますが、好きな食べ物が
一緒だったり、名前が同じだったりすると、一気に距離が縮まり、
笑顔が増えます。『くまボッチャ』は、パラリンピックの競技種目

「ボッチャ」を参考に、球磨支援学校用にルールを変更したゲーム
です。４班対抗戦で行い、「得点チャンピオン」と「応援チャンピ
オン」をかけて班で力を合わせて戦います。体育館に集まった子供
たちは、名前を呼び合ったり、ハイタッチをして喜び合ったりして
盛り上がります。２回戦を終えるころには、すっかり仲良くなり、
誘い合って一緒にベンチに座る姿やボールの投げ方をアドバイスし
あう姿が見られるようになりました。チャンピオンが発表され、喜
びや悔しさの気持ちを分かち合うことで、さらに交流が深まるよう
でした。最後は、感謝のことばを伝え合ったり、再会を楽しみにす
る言葉を掛け合ったりして、別れを惜しんでいました。
　今後も、互いの学校の子供たちが共に活動し、ふれあうことで、
互いに思いやる心が育つことを願って、交流及び共同学習を実施し
ていきます。

（原稿提供：多良木警察署）

　1867 年（慶応 3 年）福岡県朝倉市生ま
れ。本名は藤太郎。中央大学を卒業後、佐
賀県庁に入庁しましたが 1892 年（明治
25 年）父親の仕事の関係で、人吉市に移
り住み、湯前町役場に就職しました。仕事
の傍ら俳句作りに励み、夏目漱石を主宰に
寺田寅彦ら五校生が中心となっておこし
た俳句結社紫溟吟社の銀杏に投句し、夏目
漱石より称賛されました。その後、俳句結
社、白扇会を主宰し「白扇会報」を発刊す
る。1909年（明治42年）九州日日新聞（現：
熊日新聞）俳壇の選者となり、九州俳壇の
四天王と呼ばれるようになりました。

球 磨 ん 文 化 財 巡 り NO.49

夏を安全に過ごすために

（原稿・写真提供：球磨支援学校）
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交流及び共同学習〜くまボッチャ大会〜

夏に起こりやすい事故やトラブルの特徴を再確認し、
楽しい夏休みを過ごしましょう。
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○　夏における交通事故を防ぐための留意事項
　１．旅行の計画はゆとりをもって
　　レジャースポット、イベント会場などは、道路が大変
　混雑するため、事前に地図やインターネット等で行き先について調査
　し、時間に無理のない余裕のある計画を立てましょう。
　２．運転にも心にゆとりを
　　交通渋滞により、道路が混雑すると気分的に落ち着かなくなり、集中
　力が途切れ、事故を起こしがちです。適度に休憩をとり、心にゆとりの
　ある運転に努めて安全運転を心がけましょう。
　３．子供の事故に気をつけましょう
　　夏休み時期になると子供の外出が増えるため、車の運転をするとき　
　は、子供たちの動きにも十分注意して安全運転に努めましょう。
　　また、お子さんがいる家庭では、お子さんが出かける前に
　「交通事故に気をつけて」と、一声かけるなどしてお子さ
　んの交通事故防止の意識付けをするようにしましょう。
　４．夜間も事故防止に努めましょう
　　夏祭りや花火大会など、夜間のイベントが多い時期になります。
　　夜間に出かける際は、夜光タスキなどの反射材を着用し、車、自転車
　の運転手についてもライトを早めに点灯させるなどして危険を早期に
　発見し事故防止に努めましょう。

夏休みに新聞感想文に取り組もう！
　新聞に触れ社会や地域への関心を更に高めていただ
きたいという願いのもと、小・中・高校生を対象にし
た、第６回の新聞感想文コンクールを開催いたします。
　好きな新聞記事（銘柄は問わない）を選んでその記
事の感想、自分がおもったこと・感じたこと、将来の
夢など内容は自由に書いてください。
　詳しくは８月 1 日発行の「ホームメモ」をご覧ください。


